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ご挨拶 猛暑の口が続いておりますが、おん氣でお過ごしですか。

4050度 近くまで気温の上がる0々 となりました。当グループホームでは、利用者様の

熱ヤ症対策に取り組んでおります。口々の徹歩の時間などは、燎しい朝の時間に出かける

などし、体に負担がないように行つております。消防々の調査では、熱ヤ症で搬送される

島踏者のうち、ほとんどが室内で熱ヤ症を

`|を

起こしていると報をされています。力●給に

より暑ざに関する感電機能や4温調節機能が低下するため、ご本人が「手氣」と 沸
や
って

いても安は4は危降な状態にあることが多いようです。当ホームでは、通切な温度の空調

教え、室温・湿度の管理を行い、利用者様のネ類のご混奪などを合め、今後も熱ヤ症防止

の摯狙みを継統してまいります。瞥々様におかれましても、ご摯健にて、この夏を象り切

られますようお着りやしあげます。
理事長 島ネ 憲久

渕

●『置轟褥鼈季濃ご季響登∫挙で瑯輪颯鶉」よ鴫、
ス鑢―ゾ瞥讐峰軋窯瞳 も量欝蠅膠冨鷺亀亀鍾繊なわh。

( 納車日 : 令和 6年 3月 18日  )
コロナ禍で、当ホームでもクラスターが発生し、発熱等で体調不良

になられた利用者の方を、コロナの確定診断を得るため医療機関

へ受診する必要があllました。それな感染状況の中での受診の

他、普段の楽しみを目的にした外出や買い物時にも、多用途で使

用がで者るスロープ付者自動車を寄贈していただけました。車綺

子 (1脚 )を使用しない場合は、リヤシート付なので、4人まで乗車

できます。色々な場面で大切に使用させていただ者ます。
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長らく0コ田ナ禍で、地域0皆様やご家族Q瞥機には大変ご

不優をおかけしてお11ましたが、新型
=ロ

ナ感染症が昨年05
月 8日に 5類に移行き橘 と、世の中0感染状況tしだいと
落ち著者、コロナ前の生活へと変わって来たことから、今年0
春墳から、ご家族等ガ利用者様0機豊へλ室いただ者固会じ

ていただけるように規制を少しずつ緩和しヽたしました。但し、感
染対策は今まで通l,実施しておllます0で、来誌時には横温
や手指消毒、マスク0着用など行って入室していただいておll

ます。なにぶに高齢者が住まう住居であるため、面会される場
合は、事前に当ホームまでご連絡をいただき、諸条件をクリ
アしていただく必要があllます。また、この面会は感染状滉に
よll変藁する場合もあ1,ます。まだまど、皆様にご不便をおか
けすることもあllますが、何卒ご理解ご7承くだせるようお願
い申しあ1・Fます.

能登地震でのキ明けから、すでに今

年も裁すところ半な、災客の慈ろし

さを強く感じ、もしもの時、多ホー

ムでは利用者様の書会をどう図るべ

きか?と 考えさせられています。

また、4月 にはな護篠陰割度の見直

しもありました。白今自身も、ご利

用者様に近いキ総となり、個利ケア
の管要性も今一度:Sに裁ります.できることを盤焼する?
とは何なのだろう、どう間わらせてもらつたら、新しい発
見となり、利用者様にとつての碁びや自信に警がるのだろ
うかと、口著′ヽ著しながら関わらせてもらっています。お
せ鯵させていただくことが、作まとならないように、砦わ

なことから彙い関像づくりができるように考え、ケアマネ
の社事に従事できたらと思つております。

●クアマネ0つぶや者
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グループホーム陽だまり高山市 検 索 翻

ヽ

「

」

ヽ

ヽ
ぃ

　

　

一

．
　

Ｌ
ヽ

■
ｔ
「―

卜
ヽ
、
´

♂

II):111,1『■F■■
:



・１
１
式一ム

‥

17
のお花見に、出かけまし
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食事など、普段の生活は、↓こんな感じです(*^―
^*)
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外の様子を見ながら、行ける日は散歩に出て

います。1の写真は、近所のバラが綺麗なお宅

の前で写真を撮らせていただきました。

自室から

帽子を被り、

玄関で、靴を
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